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令和８年函審第２号 

裁    決 

漁船Ａ転覆事件 

 

  受  審  人  ａ１ 

    職  名 Ａ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

  補  佐  人  １人 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官大野徹二出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

                          主    文 

 

 受審人ａ１の小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和７年２月１６日１５時００分 

 北海道苫前港西方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 漁船Ａ 

  総 ト ン 数 ９.７トン 

  全     長  ２１.１７メートル   

  機 関 の 種 類 ディーゼル機関  
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   漁船法馬力数 ５４０キロワット 

３ 事実の経過 

(1) 構造及び設備等 

 Ａは、平成１９年５月に進水し、専らほたて貝養殖漁業に従事す

る一層甲板型のＦＲＰ製漁船で、船首部に操舵室、中央部に船倉２

個、船尾部やや船首寄りに機関室、同室右舷後方に、最大作業半径

が１３.１９メートル、最大揚程が約１３.４メートル、作業半径

８.４４メートル以下における定格総荷重が０.９６トン、最大起伏

角度が８１度で、甲板上高さ１.７５メートルを支点とする伸縮式

５段ブーム付の全旋回舶用油圧クレーン（以下「クレーン」とい

う。）１基、左舷船首部及び船尾部に、幹縄を渡し掛けて水面上に

保持するラインガイドローラー各１基を配し、操舵室には、前面に

窓枠によって４分割された旋回窓を装備する窓ガラス、前部中央や

や左舷寄りに舵輪及び磁気コンパス、その左舷側にＧＰＳプロッタ

ー及び機関遠隔操縦装置、右舷側にレーダー２台及び機関回転計を

それぞれ備えていた。 

 また、Ａは、船首から船尾にかけて、両舷に甲板上高さ８５セン

チメートル（以下「センチ」という。）のブルワーク、両舷ブルワ

ーク側面９か所それぞれに、上甲板面を下端とする高さ７センチ、

幅２２センチの船側に貫通している排水口が設けられていた。 

(2) ほたて貝養殖漁業  

Ａが従事するほたて貝養殖漁業は、稚貝１７０枚が収納された

「丸籠」と称するほたて貝育成籠を１段とし、直径３ミリメートル

（以下「ミリ」という。）ないし４ミリ長さ約５メートルの合成繊

維製枝縄で固縛された２０段を縦に連ねて「一連」とし、水面下

２０メートルのところに張られた「のし」と称する直径３２ミリ長
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さ２４０メートルの合成繊維製幹縄１本に０.６メートル間隔で

３６０連ないし４００連を海中に垂下する垂下式養殖漁業で、その

成長に合わせて収容数を減じながら中間育成させたら、丸籠に成貝

１３枚を収納し、一連の重量が５０キログラム（以下「キロ」とい

う。）ないし９０キロの出荷状態となるまで海中に垂下して本育成

を続けるものであった。 

 ａ１受審人は、本育成を終えると、Ａを幹縄に沿って漂泊させ、

左舷側に備えたラインガイドローラーに幹縄を渡し掛け、その重量

を受けて左舷側に僅かな船体傾斜がある状態で、４人の甲板員を左

舷舷側でほたて貝の収穫補助に就け、自らはクレーン後方で同クレ

ーンの操作及び操業指揮に当たり、ラインガイドローラーを駆動さ

せ、僅かな後進行きあしで船尾方への移動と漂泊を繰り返しながら、

順次、クレーンで揚収した垂下連を操舵室と機関室との間及び機関

室後方の各甲板上に積載することで、ほたて貝の収穫を行っていた。 

 そして、ａ１受審人は、Ａが、ほたて貝の収穫によって重心が著

しく上昇すると、不安定な状態となり、船体傾斜が助長されること

を承知していたので、平素、船体傾斜が大きくなったのを認めたら、

操業を中断し、収穫したほたて貝を均等に積載して重心の上昇を抑

制していた。 

(3) ａ１受審人の経歴 

ａ１受審人は、（一部省略）、その後新造されたＡに乗船するよ

うになり、令和元年３月からは前任の船長に代わって船長職を執っ

ていた。 

(4) 本件発生に至る経緯 

Ａは、ａ１受審人ほか４人が乗り組み、操業の目的で、船首  

０.７メートル船尾２.２メートルの喫水をもって、令和７年２月 
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１６日０７時００分苫前港を発し、同港西方沖合５.５海里に敷設

されたほたて貝養殖施設に向かった。 

ａ１受審人は、０７時１５分前示養殖施設に至り、順次、ほたて

貝養殖施設南東部からほたて貝の収穫を行った後、同施設北東部に

移り、１４時３０分苫前埼灯台から２６５度（真方位、以下同

じ。）５.３８海里の地点付近で、船首を１８０度に向け、機関を

中立運転とし、Ａを幹縄に沿って漂泊させ、左舷側に備えたライン

ガイドローラーに幹縄を渡し掛け、その重量を受けて左舷側に僅か

な船体傾斜がある状態で、４人の甲板員を左舷舷側でほたて貝の収

穫補助に就け、自らはクレーン後方で同クレーンの操作及び操業指

揮に当たり、ラインガイドローラーを駆動させ、僅かな後進行きあ

しで船尾方への移動と漂泊を繰り返しながら、順次、クレーンで揚

収した垂下連を操舵室と機関室との間及び機関室後方の各甲板上へ

積載し、ほたて貝の収穫を再開した。 

ａ１受審人は、１４時５５分苫前埼灯台から２６５度５.３８海

里の地点に至り、２００連の収穫を終え、左舷側への船体傾斜が 

１０度に増大したのを認めたとき、ほたて貝の収穫を続けると、重

心が著しく上昇するとともに不安定な状態となって左舷側への船体

傾斜が助長されて転覆に至るおそれがあったが、この程度の船体傾

斜であれば、まさか転覆することはないものと思い、操業を中断し、

収穫したほたて貝を均等に積載して重心の上昇を抑制するなど、復

原力を確保するための措置を十分にとらなかった。 

こうして、ａ１受審人は、収穫したほたて貝を均等に積載しない

まま操業を続け、１４時５９分排水口が海水で洗うようになり、重

心が著しく上昇するとともに不安定な状態となって左舷側への船体

傾斜が助長され、転覆の危険を感じ、船体傾斜を軽減するつもりで、
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クレーンを右舷側に旋回させたものの、効なく、１５時００分苫前

埼灯台から２６５度５.３８海里の地点において、Ａは、更に左舷

側への船体傾斜が大きくなり、舷縁を越えて大量の海水が船内に流

入し、船首が１８０度を向いたまま、復原力を喪失して転覆した。 

  当時、天候は曇りで、風力２の東北東風が吹き、潮候は上げ潮の

中央期にあたり、視界は良好であった。 

  転覆の結果、Ａは、機関及び航海計器に濡損等を生じ、後に廃船

処理され、乗組員５人が海中に投げ出され、ａ１受審人及び甲板員

２人は、来援した僚船によって救助されたものの、甲板員ａ２及び

同ａ３は、通報を受けて来援した海上保安庁の巡視船艇及び航空機

によって捜索が続けられたがいずれも行方不明となった。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件転覆は、苫前港西方沖合において、ほたて貝養殖施設で海中に垂

下したほたて貝を収穫中、平素よりも左舷側への船体傾斜が大きくなっ

た際、復原力を確保するための措置が不十分で、操業を続け、重心が著

しく上昇するとともに不安定な状態となって左舷側への船体傾斜が助長

され、舷縁を越えて大量の海水が船内に流入し、復原力を喪失したこと

によって発生したものである。 

 ａ１受審人は、苫前港西方沖合において、ほたて貝養殖施設で海中に

垂下したほたて貝を収穫中、平素よりも左舷側への船体傾斜が大きくな

ったのを認めた場合、操業を続けると、重心が著しく上昇するとともに

不安定な状態となって左舷側への船体傾斜が助長されて転覆に至るおそ

れがあったのだから、操業を中断し、収穫したほたて貝を均等に積載し

て重心の上昇を抑制するなど、復原力を確保するための措置を十分にと

るべき注意義務があった。しかるに、同人は、この程度の船体傾斜であ
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れば、まさか転覆することはないものと思い、復原力を確保するための

措置を十分にとらなかった職務上の過失により、操業を中断することも、

収穫したほたて貝を均等に積載することもなく、ほたて貝の収穫を続け

て重心が著しく上昇するとともに不安定な状態となって左舷側への船体

傾斜が助長され、舷縁を越えて大量の海水が船内に流入し、復原力を喪

失して転覆する事態を招き、機関及び航海計器に濡損等を生じさせ、甲

板員２人を行方不明とさせるに至った。 

 以上のａ１受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

よって主文のとおり裁決する。 

 

令和８年６月１８日 

     函館地方海難審判所 

          審 判 官  菅  生  貴  繁  


